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第 1 章  はじめに 
 
SAS Enterprise Guideは、複数のクライアントにインストールされ、クライアント / サーバー形式でSAS
を利用するのが最も一般的な構成です。この場合、各ユーザがSASを快適に利用するための環境設
定方法を説明します。 
 
 
 

1.1  セットアップ手順 
 
以下の手順でセットアップします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本書では、 
・ SASのインストール 
・ SASサーバーへのSAS Enterprise Guideのインストール 
については、取り上げません。それぞれのプロダクトに付属するインストレーションドキュメントを確

認し、インストールを行っておいてください。 
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1.2  システム構成図 
 
本書で想定しているシステム構成図は、以下の通りです。各クライアントは、DCOMを使ってSAS
にアクセスします。また、SASがインストールされているマシンにAdministratorアプリケーションを
合わせてインストールし、リポジトリサーバとして利用します。各クライアントは、そのリポジトリを参

照します。 
 
注意 Administratorアプリケーションは､SAS Enterprise Guideと共にインストールされま

す。Administratorアプリケーション単体でインストールすることも可能です。 
 

クライアントのAdministratorは、リポジトリサーバ上のメタデータリポジトリを参照する 
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第 2 章  メタデータリポジトリの設定 
 
SASサーバー上にインストールされたAdministratorアプリケーションを使って､サーバーやライブラリな
どのオブジェクトを作成していきます。作成されたオブジェクト定義情報は、メタデータリポジトリと呼ば

れる、独自のデータ形式でリポジトリサーバ上に保存されます。のちのステップで各クライアントに

Enterprise Guideをインストールし､それぞれがネットワークを介して、このメタデータリポジトリを参照
するようにします。こうすることで、リポジトリの一元管理が可能です。 
 
ここでは、リポジトリサーバー上のAdministarotrアプリケーションで以下の設定を行っておきます。 
 

1. SASサーバーの追加 
2. 「標準」サーバーからLocalを削除 
3. ユーザごとに個人フォルダの作成 
4. 起動時オプションによる各種オプションの設定 
5. パスワードによる保護 

 
 

2.1  SASサーバーの追加 
 
SASシステムがインストールされているマシンをAdministratorアプリケーションに登録します。ここ
では、「SASsrv」という名前で作成しておきます。 
SASサーバーの追加方法の詳細は､『Administrator ユーザーズガイド』を参照してください。 
 

 参照 
SASサーバーの追加方法・・・ 
『Administratorユーザーズガイド』 
第７章 Enterprise Guide Administratorで実行するタスク －サーバーの管理 
 
 
2.2  「標準」サーバーの変更 
 
クライアントにSAS Enterprise Guideのみがインストールされている場合、デフォルトで表示され
ている「Local」を選択すると「ローカルにSASがインストールされていません」という旨のエラーメッ
セージが表示されてしまいます。 
また、「Local」を標準に設定しておいた場合、ローカルマシン上のデータ（SASデータセット、PCフ
ァイルを含む）に対してタスクを直接実行することができません。 
この問題を回避するために、次のような操作にて「標準」サーバーを変更します。 
 
注意 この操作はSAS Enterprise Guideのリリースにより異なります。ご利用のリリースにあ

わせて設定してください。 
 
－１  リリース1.2 にて標準サーバーを変更する 

Administratorアプリケーションにて「標準」サーバーを「Local」からSASシステムがインストー
ルされているマシン名に変更し、その後「Local」を削除します。 
「Local」を削除するには、次のように操作してください。 
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1. リポジトリサーバ上のAdministratorアプリケーションを起動し、ローカルのリポジトリが
参照されていることを確認します。 

2. 画面の左側に表示されているグループを選択。 
3. 画面右側に表示されるグループを選択(標準はGeneral)。 
4. 「ファイル」 -> 「プロパティ」 または、マウスの右クリックメニューでプロパティを表示。 
5. サーバータブを選択し、「選択済み（画面右）」に表示されている「Local」サーバーを選
択し、「削除」ボタンを押す。 

6. 「すべて（画面左）」に表示されているサーバーから、利用するサーバーを選択し、「追
加」ボタンを押す。 

7. 選択したサーバーが「選択済み」に追加されたら、追加されたサーバーを選択し、「標
準」ボタンを押し、ダイアログを閉じる｡ 

8. 「表示」 -> 「サーバー」 -> 「接続なし」を選択します。 
9. 右フレームの「ローカル」を選択します。 
10. 「ファイル」 -> 「プロパティ」を選択し、「オプション」タブを選択します。 
11. 「グループ単位にアクセスを制御する」をチェックし、「OK」を押します。 
12. 「表示」 -> 「サーバー」 -> 「標準」を選択し、デフォルトに戻します。 

 
 
－２  リリース2.0 にて標準サーバーを変更する 
リリース2.0では作業が2段階にわかれます。Administratorアプリケーションにてサーバー名
「Local」が表示されないようにし、クライアントの「アドミニストレータ オプション」にて標準サー
バーの設定を行ないます。 
以下のように操作してください。 

        
Administratorアプリケーションでの操作 
1. リポジトリサーバー上のAdministratorアプリケーションを起動し、ローカルのリポジトリ
が参照されていることを確認します。 

2. 「表示」メニュー-> 「サーバー」 の順にたどり、「接続なし」を選択。 
3. 画面右側に表示されるサーバーから「local」サーバーを選択。 
4. 「ファイル」->「プロパティ」 または、マウスの右クリックメニューでプロパティを表示。 
5. 「オプション」のタブを選択し、「グループ単位にアクセスを制御する」の項目にチェックし
て「OK」ボタンを押す。 
※この操作で「Local」サーバーが表示されなくなります。 

6. 「表示」メニュー => 「サーバー」 の順にたどり、「標準」を選択。 
 
SAS Enterprise Guide クライアントでの操作 
1. Enterprise Guideを起動します。 
2. 「ツール」メニュー => 「アドミニストレータオプション」を選択。 
3. 表示される画面内の「標準SASサーバー」から標準で使用したいサーバー名を選択し、
「OK」ボタンを押す。 

4. 現在開いているプロジェクトを終了させます。 
 

注意 「標準」サーバーをネットワーク上のマシンに設定した場合、クライアント上にあるデータ

に対してタスクを実行すると、データが自動的にクライアントからサーバーへ転送される

ため、タスクの設定画面が開くまでに時間がかかる場合があります。 
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2.3  ユーザーごとに個人フォルダの作成 
 
クエリビルダの結果やデータセットを出力するタスクを実行した場合、それらのデータはデフォルト

では、SASUSERライブラリに保存されます｡SASUSERライブラリにデータを保存したくない場合
には､EGTASKという名前のついたライブラリを作成します。EGTASKライブラリが作成されると、
デフォルトの保存先として、EGTASKライブラリが利用され､以後SASUSERライブラリにデータは
保存されません。 
このEGTASKライブラリは、プロジェクト内での中間データの保存先としても利用されるため､ユー
ザごとに作成した方が便利です。一方で､複数のユーザが同じデータソースを共有するということ

も十分考えられます。このように、SAS Enterprise Guideを快適に利用するためには､ユーザが
データを共有できるライブラリと各ユーザ専用のライブラリとを分けて構成することが必要です。 
ここでは、そのような構成を実現した、一つの例を紹介します。 

 
1. SASサーバー上にEnterprise Guideに関連するものをまとめるために「EG_ROOT」
というフォルダを作成します。その配下に、共有用のデータを保存するためのフォルダ

を作成します。ここでは「common」という名前で作成します。（任意） 
 
2. 次にユーザーごとにフォルダを作成します。ユーザーのフォルダ名は、Windowsのユ
ーザーIDと一致する必要があります。ここでは、jpnkaa、jpngaf、jpntemという三人の
ユーザーがいるものとします。このフォルダが個人専用のフォルダとなります。ここに

は、Enterprise GuideのプロジェクトファイルやSASデータセット以外のデータなどを
保存します。更にその配下に「egtask」というフォルダを作成します。ここには、SASデ
ータセットを保存します。 

 
3. 他のSASシステムが利用するWORKライブラリと明確に区別する場合には､EGの

WORKライブラリのためのフォルダを作成します。ここでは、「saswork」という名前に
します。（この場合､「付録A SASシステムの環境設定」もあわせて行って下さい。） 
以下のような構成になっていることを確認します。 

 
D:¥EG_ROOT 

├─common                             ･･･共有ライブラリ 
│       
├─jpngaf                                 ･･･jpngafユーザの個人フォルダ 
│  └─egtask                           ･･･jpngafユーザのEGTASKライブラリ 
│           
├─jpnkaa                                 ･･･jpnkaaユーザの個人フォルダ 
│  └─egtask                           ･･･jpnkaaユーザのEGTASKライブラリ 
│           
├─jpntem                                 ･･･jpntemユーザの個人フォルダ 
│  └─egtask                           ･･･jpntemユーザのEGTASKライブラリ 
│           
├─misc                                   ･･･ここでは、起動時に実行するプログラムを保存 
│      eg_setup.sas 
│       
└─saswork                             ･･･EGのWORKライブラリ 
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4. 次に、サーバリストの「ファイル」のところからは、ユーザーの個人フォルダが
Windowsエクスプローラと同じように参照することができるようにします。 
「ファイル」の開始パスは、Administratorアプリケーションで指定します。第２章で作成
したSASサーバー名を右クリックし､「プロパティ」を選択し､「ファイル」タブをクリックし
ます。「パス」と書かれたテキストボックスに開始パスを指定します。ここでは、ユーザ

ごとに開始パスを変えるので､ユーザ名の代替として<userid>をワイルドカードとして
指定します。 
 
D:¥EG_ROOT¥<userid> 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「パス」の指定 
 
5. 更に、「ライブラリ」のEGTASKライブラリから個人フォルダの下のegtaskフォルダが
参照できるようにします。 
ライブラリの新規作成も、4と同じ要領でAdministratorアプリケーションを使います。ラ
イブラリの作成は、GUI操作で行うこともできますが、ここではLIBNAMEステートメント
を起動時に実行します。 
起動時に実行するプログラムは、サーバーのプロパティにある「オプション」タブで指

定することができます。ただし、ここには、256バイトまでという制限があるので、今回
は環境設定用の外部ファイルを用意し、その中に起動時に実行するプログラムを指

定することとします。そして、このファイルを%INCステートメントで読み込みます。 
 
実行するLIBNAMEステートメントは、以下の通りです。ユーザーごとに参照先が変わ
るので、&sysuseridという自動マクロ変数を使います。 
 
libname egtask 'D:¥EG_ROOT¥&sysuserid¥egtask' ; 

 
上記プログラムをD:¥EG_ROOT¥Misc¥eg_setup.sasとして保存します。Administrator
アプリケーションでは、このファイルを指定します。 
 
%inc 'D:¥EG_ROOT¥Misc¥eg_setup.sas' ; 
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起動時に実行するプログラムの指定 
 
 

6. 「テスト」タブで接続テストを行い､テストが正常に終了したら、Enterprise Guideを起
動し､サーバリストから以下のように参照できることを確認します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

起動するユーザによって、適切なフォルダが参照できることを確認する 
 

 参照 
<userid>の利用、起動時に実行するステートメント・・・ 
『Administratorユーザーズガイド』 
第７章 Enterprise Guide Administratorで実行するタスク －サーバーの管理 



8 

 
2.4  その他の起動時オプション 
 
上述の通り、eg_autoexec.sasの中には、SASを起動した際に実行されるSASプログラムを複数
記述することができます。 
 
/*データの圧縮*/ 

options compress=yes; 

 

/*egtaskライブラリの割り当て*/ 

libname egtask 'D:¥EG_ROOT¥&sysuserid¥egtask' ; 

 

/*EGを起動したユーザのユーザ名をworkに記録*/ 

data _null_; 

 _workpath=pathname('work'); 

 _outpath=trim(_workpath)||"¥&sysuserid"; 

 call symput('path',_outpath); 

run; 

data _null_;  

 file "&path"; 

run; 

eg_setup.sasの内容 
データを圧縮する 
サーバーのディスク容量を考慮し、SAS Enterprise Guideによって新しく作成されるデータに対し
てCOMPRESS=オプションで圧縮を行っています｡ 
 
ユーザー名をWORKライブラリに記録 
現在どのユーザーがSAS Enterprise Guideを使用していかを確認するために、起動時に自動的
に作成されるWORKライブラリ（D:¥EG_ROOT¥saswork以下に、SASセッションごとにフォルダが作
成されていきます）内にユーザー名と同じ名前のファイルを作成するようにしています。このファイ

ルは、SASセッション終了時に自動的に削除されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

jpnkaaというユーザが使用していることが分かります 
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2.5  パスワードの設定 
 
リポジトリサーバー上でメタデータリポジトリを共有している場合､デフォルトでは、そのリポジトリに

アクセスしているすべてのユーザーからサーバー定義の修正が可能です（ユーザーモード）。しか

し、ユーザが不適切に削除などしないように、リポジトリにパスワードをかけておくことができます。

ここでは、新規にパスワードを設定します。 

 

1. Administratorアプリケーションを起動し､「モード」メニューから「パスワードの変更」を
クリックします。 

2. デフォルトでは、「現在のパスワード」はブランクです。 
3. 「新しいパスワード」にパスワードを入力してください。「新しいパスワードの確認」にも
繰り返し入力します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

4. パスワードを設定後、ユーザーモードから管理者モードへ切り替えると、以下のような
ダイアログが出力し、パスワードの入力を求められます｡正しいパスワードを入力し、

管理者モードへ入ります｡管理者モードに入ると、サーバーやライブラリの追加、削除

といったリポジトリの更新作業を行うことが可能です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参照 
パスワードの設定方法・・・ 
『Administratorユーザーズガイド』 
第３章 Enteprise Guideのセットアップ－ローカルリポジトリとリモートリポジトリの操作 
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第 3 章  ユーザー用の環境設定イメージの用意 
 
リポジトリサーバー上にメタデータリポジトリのマスタが作成できたら､各クライアントにEnterprise 
Guideをインストールしていきます。この時､複数のマシンに共通の設定でインストールするため、セット
アップイメージをカスタマイズします。 
 
ここでは、以下のカスタマイズを行います。 
 

1. サーバーのリポジトリ（sdslocal）を共有させる 
2. サイト番号ダイアログを表示しない 
3. Administratorアプリケーションのショートカットを作成しない 
 

また、これらのカスタマイズを行うために､すべてのクライアントからアクセスできるネットワーク上に

Enterprise Guideのメディアのイメージをコピーして置いておく必要があります。 
 
 
 

3.1  リポジトリサーバーへの参照 
 
SAS Enterprise Guideは、インストール時にどこのリポジトリを参照するかを指定する必要があり
ます。ここでは、すべてのクライアントがリポジトリサーバ上の定義を参照するので､セットアップイ

メージを次のように変更します。 
 

1. setup.exeと同じディレクトリにあるsds.txtをメモ帳などで開き､以下を追加し、上
書き保存します。forceはキーワードオプションです。書かなかった場合には、イ
ンストール時にリポジトリの保存先として､指定したサーバー名かローカルかを選

択させるダイアログボックスが出力されます。このダイアログを出力させずに、リ

ポジトリサーバーを選択させるためには、forceオプションを指定してください。 
 
SASsrv 

force 

sds.txtの内容 
 
2. インストール終了後に、リポジトリサーバーと同じものが参照できているか確認し
ます。 

 
 
 
3.2  設定ファイル 
 
サイト番号を入力するためのダイアログと、Administratorアプリケーションのショートカットについ
ては、setup.exeと同じディレクトリにある、以下のフォルダを編集しておきます。 
 

sitenum.txt 
10桁のサイト番号を入力しておくことで、入力ダイアログの出力を抑制することができます。デフォ
ルトでは何も記述されていません｡ 
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options.ini 
No shortcutの値を1にセットしておくことで、スタートメニューに表示されるAdministratorアプリケ
ーションへのショートカットを作成しないようにすることができます。 
本環境では､サーバー側で作成したリポジトリを各クライアントが参照しているため、これらの情報

を不用意に変更されないようにするために、ショートカットを作成しません。 
 

注意 ただし、この方法はショートカットの作成を抑止するだけですので、Administratorアプリ
ケーションを起動するためのSEAdmin.exeは通常通りインストールされます。 

 
 参照 
リポジトリの共有、設定ファイルの変更・・・ 
『Administratorユーザーズガイド』 
第６章 ユーザ用セットアップイメージの作成  －ネットワーク環境のユーザ用セットアップイメージ
の作成 
 
 
これらの変更を行ったら､各クライアントからsetup.exeを実行し､インストールをします。 
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